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1.はじめに 

1-1.背景・目的 

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災以降、アーキエ

イドや帰心の会が結成され、多くの建築家が被災地

の復興に対してどのような役に立てるのかを考えて

きた 1)。また、東日本大震災の復興ではコミュニテ

ィを念頭に置いた計画がなされているものが多数存

在しており、設計者が想定するコミュニティの内容

を捉えることは重要であると考える。 

 そこで、本研究では東北 3 県 2)での東日本大震災

以降の復興における建築家のプロジェクトや建築の

創作に着目し、設計者のコミュニティ形成に対する

考えを、言説を基に読み解くことを目的とする。 

1-2.既往研究との関係 

 これまでに、伊藤らの東日本大震災での復興プロ

セスの違いがコミュニティに及ぼす影響を明らかに

した研究 3)や、岩阪らの仮設住宅団地に設置された

集会所の利用実態からみた空間的特徴に関する研究
4)が見られた。しかし、設計者が意図したコミュニテ

ィ形成に関する研究を行っているものは見られない。 

1-3.分析方法について 

本研究では、東北 3 県において東日本大震災以降

に設計された建築 5)を対象に、設計者のコミュニテ

ィ形成に対する考えを見ていく。そのため、それら

を読み取れるものとして2011年 4月～2016年 12月

に「新建築」と「GA JAPAN」に掲載されたものを資

料とする。資料から対象作品を選定し(表 1)、設計

者の言説から図面や写真を参考に「コミュニティ形

成に関する設計意図」(以下、「設計意図」と称す)を

抽出する。「設計意図」は KJ 法 6)によって分類・整

理を行う。また、ビルディングタイプ別による傾向

や、仮設建築など緊急を要する状態で「設計意図」

は考えられているのかを見るためにビルディングタ

イプと建設状態も抽出している。建設状態は資料か

ら《仮設》《半仮設》7)《常設》《プロジェクト》に分

類し、ビルディングタイプは公共建築協会の示す施

設用途分類 8)を参考に分類した。 
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表 1 対象作品 
No.掲載年月名前 設計者 No.掲載年月名前 設計者

1 SK1112 竹の会所-復興の方舟-
滋賀県立大学陶器浩一研
究室+高橋工業

49 SK1410 宮戸島月浜のみんなの家 SANAA

2 SK1112
くまもとアートポリス東北支援「み
んなの家」

伊東豊雄+桂英昭+末廣香
織+曽我部昌史+くまもと
アートポリス東北支援
「みんなの家」建設推進
委員会

50 SK1410 K-port＋磯屋水産港町一丁目店 伊東豊雄建築設計事務所

SK1112 宮城県七ヶ浜町遠山保育所 髙橋一平 51 SK1410 釜石「みんなのひろば」 伊東豊雄建築設計事務所

SK1312 七ヶ浜町立遠山保育所 髙橋一平 52 SK1411 道の駅あいづ 湯川・会津坂下 アルセッド建築研究所

4 SK1112 KAMAISHIの箱

難波和彦・界工作舎+は
りゅうウッドスタジオ+
日本大学工学部浦部智義
研究室

53 SK1411 りくカフェ本設
成瀬・猪熊建築設計事務
所

5 SK1112
CycleⅡ-志津川小アクションリサー
チプロジェクト-

千葉工業大学石原研究室 54 SK1411 住田町役場

前田建設工業・長谷川建
設・中居敬一都市建築設
計異業種特定建設共同企
業体+近代建築研究所

6 SK1112 宝来館の顔 宮本佳明 55 SK1501 南相馬コアハウス 塚原公会堂

アーキエイド半島支援勉
強会コアハウスワーキン
ググループ(筑波大学貝
島桃代研究室+東京工業
大学塚本由晴研究室)

7 SK1112 鵜住居の合掌 八百光設計部 56 SK1502 SHARED HOUSE 八十八夜 2.0不動産

8 SK1112 仮説建築モデル どんぐりハウス
杉本洋文+東海大学チャ
レンジセンター 3.11生
活復興支援プロジェクト

57 SK1502 大槌町大ケ口一丁目町営住宅 都市再生機構+久慈設計

9 SK1112 小さな積み木の家〈集会所〉

九州産業大学矢作昌生研
究室+九州工業大学徳田
光弘研究室+矢作昌生建
築設計事務所

58 SK1502 女川町営運動公園住宅
都市再生機構+山設計工
房

10 SK1112 エクスコンテナ・プロジェクト 吉村靖孝建築設計事務所 59 SK1502 南三陸町 町営入浴復興住宅
都市再生機構+遠藤剛生
建築設計事務所

11 SK1112 歌津コミュニティパビリオン
HarvardGSD+慶応義塾大
学大学院+宮城大学 60 SK1502 多賀城市営桜木住宅

都市再生機構+アルセッ
ド建築研究所・関空間設
計設計共同体+窓建コン
サルタント

12 SK1112 女川町仮設住宅

ボランタリー・アーキテ
クツ・ネットワーク
(VAN)+坂茂建築設計+TSP
太陽

61 SK1504 子どもの村東北 松本純一郎設計事務所

13 SK1112 仮設集会施設ロハス計画
日本大学工学部浦辺智義
研究室+はりゅうウッド
スタジオ

62 SK1504 子どもの村東北(センターハウス) 針生承一建築研究所

14 SK1112 遠野市仮設住宅 希望の郷「絆」
東京大学高齢社会総合研
究機構+リンデンバウム
遠野

63 SK1504 子どもの村東北(家族の家Ａ・Ｂ棟)
SOY source建築設計事務
所

15 SK1112 石巻市北上町白浜復興住宅 結設計室 64 SK1504 子どもの村東北(家族の家Ｅ棟) 鈴木弘人設計事務所

16 SK1112 南三陸町歌津応急仮設住宅
針生承一建築研究所+宮
城県森林組合連合会+登
米町森林組合

65 SK1506 七ヶ浜町立七ヶ浜中学校 乾久美子建築設計事務所

17 SK1112 モバイル・すまいる
山下保博×アトリエ・天
工人 66 SK1507 (仮称)須賀川市市民交流センター

石本建築事務所+畝森泰
行建築設計事務所

18 SK1112 福島県応急仮設住宅南相馬集会場
東北大学工学研究科五十
嵐太郎研究室+はりゅう
ウッドスタジオ

SK1507 鮎川浜の番屋 萬代基介建築設計事務所

SK1204 あさひ幼稚園 手塚建築研究所 SK1604 おしか番屋 萬代基介建築設計事務所
SK1210 あさひ幼稚園 手塚建築研究所 GA1605 おしか番屋 萬代基介建築設計事務所

SK1204
気仙沼市立南気仙沼小学校学童保育
施設

薩田建築スタジオ 68 SK1507 猪苗代のギャラリー 柴崎恭秀

SK1406
気仙沼小学校区留守家庭児童セン
ター

薩田建築スタジオ 69 SK1507 南相馬市消防・防災センター
永山建築設計事務所+小
堀哲夫建築設計事務所

21 SK1206 石巻の鐘楼 長谷川豪建築設計事務所 70 SK1509
ＪＲ女川駅 女川町温泉温浴施設 ゆ
ぽっぽ

坂茂建築設計

22 SK1206 りくカフェ
陸前高田まちのリビング
プロジェクトチーム+成
瀬・猪熊建築設計事務所

71 SK1509 相馬市ＬＶＭＨ子どもアートメゾン 坂茂建築設計

23 SK1209 こころシェルター消防団のいえ
髙﨑正治都市建築設計事
務所 72 SK1509 喜多方市新本庁舎 古谷誠章+NASCA

24 SK1209 南三陸ベニヤハウス
小林博人+SFC
DESIGN/BUILD 3.11(慶應
義塾大学)

73 SK1509 川の上 百俵館
EDO(Experience Design
Office)

25 SK1209
宮古復興支援プロジェクト
-ODENSE-

立命館大学建築計画研究
室 74 SK1509

郡山市立中央公民館・勤労青少年
ホーム

NTTファシリティーズ

26 SK1209 平田のみんなの家 山本理顕設計工場 75 SK1510 福島矢吹町みんなの家
長尾亜子+野上恵子+腰原
幹雄+矢吹町商工会

27 SK1209
釜石市商店街「みんなの家・かだっ
て」

伊東豊雄建築設計事務所
+伊東建築塾 76 SK1511 相馬 こどものみんなの家

伊東豊雄建築設計事務所
+クライン ダイサム
アーキテクツ

28 SK1209
東北大学片平キャンパス都市・建築
学専攻仮設校舎カタヒラ・テン

石田壽一+東北大学工学
研究科キャンパスデザイ
ン復興推進室

77 SK1511 福島県国見町庁舎
ジェイアール東日本建築
設計事務所+田畑建築設
計事務所

29 SK1209
東北大学青葉山東キャンパス　被災
建物改築計画

東北大学工学研究科キャ
ンパスデザイン復興推進
室

78 SK1602 TRITON BASE［CycleⅠ］ 巻組

30 SK1210 ふじ幼稚園 手塚建築研究所 79 SK1602 七ヶ浜町菖浦田浜地区町営住宅
阿部仁史+阿部仁史アト
リエ

31 SK1301
釜石市災害復興公営住宅(東部地区
天神町)

平田晃久建築設計事務所 80 SK1604 卸町コミュニティプラザ 阿部仁史アトリエ

32 SK1303 東松島こどものみんなの家
伊東豊雄建築設計事務所
+o+h 81 SK1604

INTILAQ東北イノベーションセン
ター

阿部仁史アトリエ

33 SK1303 宮古島のみんなの家 SANAA 82 SK1604 シーパルピア女川
東 環境・建築研究所/東
利恵

34 SK1303
HAUS DER HOFFNUNG 希望の家
名取市文化会館多目的ホール

槇総合計画事務所 83 GA1605
石巻市復興まちづくり情報交流館
牡鹿館

オオバ+萬代基介建築設
計事務所

35 SK1303
コアハウス 牡鹿半島のための地域
再生最小限住宅　板倉の家

アーキエイド半島支援勉
強会コアハウスワーキン
ググループ

84 SK1605
須賀川市立大東こども園・大東児童
クラブ館

惟建築計画+日本大学工
学部空間デザイン研究室

36 SK1307 いわき回廊美術館
蔡國強+いわき回廊美術
館実行会 85 SK1605 かまいしこども園 平田晃久建築設計事務所

37 SK1311 釜石漁師の「みんなの家」
伊東豊雄建築設計事務所
+アトリエ・天工人+Ma設
計事務所

86 SK1608 釜石市大町復興住宅1号 千葉学建築計画事務所

38 SK1311 岩沼「みんなの家」 伊東豊雄建築設計事務所 87 SK1608 釜石市天神復興住宅 千葉学建築計画事務所

39 SK1311 さとうみステーション
陶器浩一+o+h+永井拓生+
高橋工業 88 SK1608 岩沼市玉浦西災害公営住宅B-1地区 都市建築設計集団/UAPP

40 SK1311 浜の会所
滋賀県立大学陶器浩一研
究室 89 SK1608 矢吹町中町第一災害公営住宅

スタジオ・クハラ・ヤギ
+team Timberize

SK1311
ルツェルン・フェスティバル アー
ク・ノヴァ

アニッシュ・カプーア+
磯崎新+イソザキ・アオ
キ アンド アソシエイツ

90 SK1608 矢吹町中町第二災害公営住宅
岩堀未来+倉本剛+長尾亜
子+野上恵子

GA1311
ルツェルン・フェスティバルアー
ク・ノヴァ

アニッシュ・カプーア+
磯崎新+イソザキ・アオ
キ アンド アソシエイツ

91 SK1609 浜の学校　牡鹿漁師学校の実践
桃浦浜づくり実行委員会
(筑波大学貝島桃代研究
室+佐藤布武研究室)

42 SK1403
釜石市半島部全浜災害復興公営住宅
大石地区復興公営住宅

上閉伊・ＡＡ特定共同企
業体 92 SK1609 二渡神社保存修繕計画

東京工業大学塚本由晴研
究室

43 SK1403 気仙沼大谷のみんなの家
Yang Zhao+妹島和世+渡
瀬正記

93 SK1609 ポタリング牡鹿
千葉学+西田司+小泉瑛一
+須永浩一

44 SK1406 美田園わかば幼稚園
千葉工業大学大学院石原
達也研究室+石森建築設
計事務所

94 SK1609 小渕浜民宿めぐろ　災害復旧計画
AL 建築設計事務所+東北
工業大学福屋粧子研究室

45 SK1406 亘理町児童福祉施設 薩田建築スタジオ 95 SK1609 雄勝地区プロジェクト

ヨコミゾマコト+堀口徹+
土岐文乃+菅原麻衣子+佐
藤光彦+山中新太郎+小林
良平+森田秀之

46 SK1406 かなや幼稚園
石嶋設計室+小松豪一級
建築士事務所 96 SK1611 南相馬 みんなの遊び場

伊東豊雄建築設計事務所
+コンテンポラリーズ

47 SK1409 はじまりの美術館 無有建築工房 97 SK1611 山元町立山下第二小学校 佐藤総合計画+SUEP.

48 SK1409 ゆりあげ港朝市 針生承一建築研究所
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2.コミュニティ形成に関する設計意図 

2-1.コミュニティ形成に対する設計者の意識 

対象作品は 97 作品あり、「設計意図」が抽出され

た作品は 68 作品あった。このことから、対象作品の

うち約 70％の作品でコミュニティ形成に関するこ

とを主題として考えられていることが分かった。 

2-2.分類結果 

 68 作品のうち「設計意図」は 116 得られた。これ

らを KJ 法で分類・整理すると(図 1)、【交流できる

ようにする】【集まれるようにする】【拠点とする】

【復興する】の 4 つの大分類と 29 の小分類が得ら

れた。また、〈ちょっとした交流が起きるようにする〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈話が出来るようにする〉という 2 つの側面が【交

流できるようにする】で主に見られた。 

2-2-1.【大分類】 

図 2に抽出例を示す。【交流できるようにする】は

[人を受け入れる]などの他人との交流に関するカテ

ゴリーで、【集まれるようにする】は[地域の人々が

集まれるようにする]などの人が集まることに関す

るカテゴリーである。【拠点とする】は[市民活動の

拠点とし、災害時にも利用できる]などの地域や活動

の拠点に関するカテゴリーであり、【復興する】は[地

域を復興させる]などの復興して再び地域を盛んに

することに関するカテゴリーである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)重複のため合計は異なる 

図 1 「設計意図」の関係図 

【交流できるようにする】 【集まれるようにする】   【拠点とする】     【復興する】 

図 2 大分類ごとの抽出例 

教育文化施設 教育文化施設 

石嶋設計室+小松豪一級建築士事務所 
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 大分類ごとに「設計意図」の割合を見ると(表 2)、

【交流できるようにする】が 62％で最も多く、次に

【復興する】が 30％で震災復興ならではの内容が見

られた。【集まれるようにする】は 22％、【拠点とす

る】は 19％でそれぞれ同様の割合であった。 

2-2-2.〈2 つの側面〉 

2 つの側面を見ると(表 2)、〈ちょっとした交流が

起きるようにする〉で 19 のサンプル、〈話が出来る

ようにする〉では 13 のサンプルが得られ、〈ちょっ

とした交流が起きるようにする〉の方が多く見られ

た。〈ちょっとした交流が起きるようにする〉は[気

配が伝わるようにする][見守れるようにする]など

の触れ合い程度の交流に関するカテゴリーであり、

〈話が出来るようにする〉は[未来について語り合え

る場とする]などの話をすることに関するカテゴリ

ーである。 

2-2-3.[小分類] 

 小分類ごとの「設計意図」の数を見ると(表 2)、

【交流できるようにする】-[交流を促す]が 10 で最

も多く、次に【集まれるようにする】-[地域の人々

が集まれるようにする]、【集まれるようにする】-[気

軽に集まれる場とする]、【交流できるようにする】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-[人を受け入れる]が 8で多く見られた。 

以下、図 3 に抽出例を示す。[交流を促す]は人と

の交流を促すことに関するカテゴリーであり、[地域

の人々が集まれるようにする]は地域の人や住民が

集まることに関するカテゴリーである。[気軽に集ま

れる場とする]は誰にも遠慮せず日常的に集まれる

ことに関するカテゴリーで、[人を受け入れる]は人

を歓迎して受け入れることに関するカテゴリーであ

る。また、小分類の種類の多さからも、設計者は[話

が出来るようにする]のように人との直接的な交流

に関するカテゴリーから[コミュニティを再生する]

という地域社会に関わることに関するカテゴリーな

ど様々なことを考えて設計していると言える。 

3.建設状態別にみる「設計意図」 

3-1.《建設状態》の分類による結果 

「設計意図」が抽出された作品を建設状態別に分

類すると、《仮設》と《半仮設》でも作品は見られた

(表 3)。割合を見ると、どの建設状態でも同等の割

合であった。このことから、設計者は《仮設》《半仮

設》のように緊急を要する状態であってもコミュニ

ティ形成に関して約 70％の作品で考えていること

が分かった。 

 

 

 

 

 

  

表 2 分類ごとの「設計意図」の数と割合 

(注)重複のため合計は異なる 

図 3 小分類ごとの抽出例 

[交流を促す]    [地域の人々が集まれるようにする][気軽に集まれる場とする]  [人を受け入れる] 

教育文化施設 教育文化施設 
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3-2.「設計意図」と《建設状態》 

「設計意図」と建設状態別の対応関係とサンプル

数の割合を見る(表 4)。《仮設》では【交流できるよ

うにする】と【復興する】の割合が高く、《常設》で

は【交流できるようにする】の割合が最も高かった。

このことから、《仮設》のように緊急を要する状態で

あっても【交流できるようにする】と【復興する】

に関して多く考えられているが、《常設》で【復興す

る】の割合は少なくなり、【交流できるようにする】

の割合が最も多くなっている。《仮設》の【交流でき

るようにする】では[人との繋がりをつくる]のよう

に人とのきずなを深めることに関するカテゴリーや、

【復興する】では[未来を築いていく]のように未来

のために地域を築いていくことに関するカテゴリー

などの小分類が見られた。また、《常設》の【交流で

きるようにする】では[交流を促す](図 3)などの小

分類が見られた。 

 

 

 

 

 

 

4.ビルディングタイプ別にみる「設計意図」 

4-1.『ビルディングタイプ』の分類による結果 

「設計意図」が抽出された作品をビルディングタ

イプ別に分類した(表 5)。「設計意図」が抽出された

作品数の割合を見ると、『産業施設』が最も多く、次

に『教育文化施設』『住宅』で多く見られた。『産業

施設』の中には、ガソリンスタンド(図 2のさとうみ

ステーション)や漁業の作業所など、コミュニティ形

成を考える上で一般的でないと考えられる用途でも

コミュニティ形成に関して考えられている例がいく

つか見られた。『教育文化施設』の中には集会所など

で、『住宅』の中には応急仮設住宅や災害公営住宅な

どでコミュニティ形成に関して考えられている例が

いくつか見られた。 

 

 

 

 

4-2.「設計意図」と『ビルディングタイプ』 

 「設計意図」とビルディングタイプ別の対応関係

とサンプル数の割合を見ると(表 6)、『住宅』の【交

流できるようにする】の割合が最も多く、次に『福

祉医療施設』の【交流できるようにする】の割合が

高かった。『住宅』の【交流できるようにする】で

は[コミュニティとプライバシーを共存させる]のよ

うにプライバシーを保ちつつ人と交流もできること

に関するカテゴリーなど、『福祉医療施設』の【交

流できるようにする】では[見守れるようにする]の

ように他人を見守れるようにすることに関するカテ

ゴリーなどの小分類が見られた。 

 

 

 

 

 

5.結論 

 「設計意図」の大分類では【交流できるようにす

る】が最も多く見られた。中の 2 つの側面では〈話

が出来るようにする〉の話をすることに関する内容

より、〈ちょっとした交流が起きるようにする〉の

触れ合い程度の交流に関する内容が多く見られた。 

 建設状態別に見ると『仮設』では【交流できるよ

うにする】と【復興する】の割合が高く、【交流で

きるようにする】では[人との繋がりをつくる]、【復

興する】では[未来を築いていく]などの小分類が見

られた。また、《常設》では【交流できるようにす

る】の割合が最も高く、[交流を促す]などの小分類

が見られた。 

 ビルディングタイプ別に見ると『産業施設』など

のコミュニティ形成を考える上で一般的でないと考

えられる用途でも「設計意図」は見られた。 
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仮設 半仮設 常設 プロジェクト
対象作品数 16 8 65 8
「設計意図」が
抽出された作品数

11 5 47 5

「設計意図」が
抽出された作品数の割合

69% 63% 72% 63%

交流できるようにする 9 53% 2 20% 58 70% 3 50%
集まれるようにする 6 35% 6 60% 13 16% 1 17%
拠点とする 4 24% 3 30% 14 17% 1 17%
復興する 9 53% 2 20% 22 27% 2 33%
合計 83

常設 プロジェクト

617 10

仮設 半仮設

教育文化施設 住宅 産業施設 福祉医療施設 行政施設 プロジェクト
対象作品数 47 21 18 12 5 8
「設計意図」が
抽出された作品数

32 14 15 6 3 5

「設計意図」が
抽出された作品数の割合

68% 67% 83% 50% 60% 63%

交流できるようにする 28 53% 26 90% 10 48% 6 86% 2 40% 3 50%
集まれるようにする 20 38% 1 3% 1 5% 1 14% 2 40% 1 17%
拠点とする 13 25% 0 0% 7 33% 1 14% 1 20% 1 17%
復興する 21 40% 5 17% 9 43% 0 0% 1 20% 2 33%
合計

教育文化施設

53 29 21 7 5 6

プロジェクト住宅 産業施設 福祉医療施設 行政施設

表 3 建設状態別の「設計意図」が抽出された作品数と割合 

表 4 「設計意図」と建設状態別の対応関係とサンプル数の割合 9) 

(注)重複のため合計は異なる 

表 5 ビルディングタイプ別の「設計意図」が抽出された作品数と割合 

(注)重複のため合計は異なる 

表 6 「設計意図」とビルディングタイプ別の対応関係とサンプル数の割合 9) 

(注)重複のため合計は異なる 

－ 542 －




